






































































































































































日時 ２０１４年１１月２９日（土） １３時～１７時３０分 
会場 法政大学市ヶ谷キャンパス ボアソナード・タワー１９階Ｄ教室 
プログラム 
 主催者挨拶 原 伸子（法政大学大原社会問題研究所所長） 
 主旨説明  金 慶 南（法政大学大原社会問題研究所准教授） 
 第１報告「朝鮮海峡を渡った在朝日本人と朝鮮人の都市文化統合と葛藤」 
   金 慶 南（法政大学大原社会問題研究所准教授） 
 第２報告「近代国家における文化統合の問題（包摂と排除）―「奄美」を事例に」 
   高江洲昌哉（神奈川大学非常勤講師） 
 第３報告「日本華僑における台湾人意識の持続とその変容」 
   何 義 麟（台北教育大学副教授） 
 第４報告「メコン地域における越境的な開発・環境問題と市民ネットワーク」 
   渋谷淳一（法政大学大原社会問題研究所兼任研究員） 
 コメント１ 羽場久美子（青山学院大学国際政治経済学部教授） 
 コメント２ 宮本正明（立教学院史資料センター学術調査員） 
 質疑応答 
  司 会  鈴木 玲（法政大学大原社会問題研究所教授） （注）肩書は２０１４年１１月現在 
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